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特
定
非
営
利
活
動
法
人
日

本
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
長
・

森
喜
朗
元
首
相
）
は
二
月
二

十
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の

衆
議
院
議
員
会
館
で
第
七
回

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け

た
準
備
会
合
を
開
催
し
た
。

健
全
な
水
循
環
と
グ
リ
ー
ン

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
地

震
災
害
な
ど
を
最
小
限
に
食

経
済
の
実
現
を
め
ざ
し
、
日

本
の
技
術
と
経
験
を
効
果
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

第
七
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
四
月
十
二
日
か
ら
六
日

間
、
韓
国
の
大
邱
市
と
慶
尚

北
道
で
開
催
さ
れ
る
。
各
国

の
政
府
や
国
際
機
関
、
企

い
止
め
る
強
く
し
な
や
か
な

業
、
研
究
者
な
ど
約
三
万
五

千
名
が
参
加
す
る
予
定
だ
。

準
備
会
合
に
は
関
係
者
約

二
百
名
が
出
席
。
竹
村
公
太

郎
事
務
局
長
が
開
会
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
五
十
日
後
に
迫
っ
て

き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

水
道
を
理
想
に
掲
げ
て
い

方
々
が
喫
緊
の
課
題
に
つ
い

て
議
論
し
、
相
互
の
連
携
を

深
め
て
い
く
と
確
信
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
中
川
郁
子
水
の
研

究
会
会
長
・
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
が
「
命
を
育
み
、
安

定
し
た
生
活
を
支
え
る
水
を

る
。
し
か
し
平
成
二
十
五
年

度
末
の
基
幹
管
路
の
耐
震
適

合
率
は
三
四
・
八
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

耐
震
化
計
画
に
つ
い
て
も
約

社
会
資
本
整
備
審
議
会

（
会
長
・
福
岡
捷
二
中
央
大

学
研
究
開
発
機
構
教
授
）
は

二
月
十
八
日
、
昨
年
二
月
の

国
土
交
通
省
の
諮
問
を
受
け

て
新
時
代
の
下
水
道
政
策
に

守
り
、
皆
さ
ま
と
連
携
し
て

業
務
に
臨
み
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
藤
山
秀
章
国
土

交
通
省
水
資
源
部
長
・
内
閣

六
二
％
の
水
道
事
業
者
が
策

定
し
て
お
ら
ず
、
と
く
に
小

規
模
事
業
者
の
策
定
率
が
低

く
な
っ
て
い
る
。

同
省
は
平
成
二
十
年
三
月

に
「
水
道
の
耐
震
化
計
画
等

策
定
指
針
」
を
改
定
し
、
耐

震
化
計
画
の
策
定
を
推
進
し

て
い
る
。
と
は
い
え
策
定
率

が
低
い
こ
と
や
東
日
本
大
震

災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
新
た

な
指
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が

早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
ま
と
め
た
指
針
案
で

は
①
基
本
情
報
の
整
理
②
水

道
施
設
の
被
害
想
定
③
耐
震

化
の
目
標
設
定
④
耐
震
化
対

策
の
検
討
⑤
耐
震
化
計
画
の

策
定
│
│
と
具
体
的
な
策
定

手
順
を
明
示
し
た
。
ま
た
水

道
施
設
の
水
害
対
策
・
津
波

関
す
る
答
申
を
ま
と
め
た
。

お
お
む
ね
五
年
以
内
を
め
ど

に
取
り
組
む
具
体
策
と
し
て

下
水
管
渠
の
維
持
・
修
繕
基

準
の
設
定
、
災
害
時
の
支
援

協
定
締
結
、
民
間
に
よ
る
雨

官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務

局
長
が
「
今
年
は
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
の
年
で
あ
り
、

日
本
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
キ
ン
・
ニ
ニ
・

テ
イ
ン
世
界
水
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｇ
Ｗ
Ｐ
）
運
営
委

員
と
椋
田
哲
史
日
本
経
済
団

体
連
合
会
専
務
理
事
が
特
別

講
演
を
行
い
、
二
部
構
成
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
繰
り
広
げ
た
。

対
策
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。

応
急
復
旧
期
間
は
被
災
者

の
不
安
感
や
生
活
の
安
定
を

考
慮
し
て
二
週
間
以
内
に
目

標
を
設
定
。
重
要
給
水
施
設

は
一
週
間
以
内
、
水
道
用
水

供
給
事
業
は
五
日
以
内
と
し

て
い
る
。

埋
設
管
路
は
重
要
度
の
高

い
基
幹
管
路
や
耐
震
性
の
低

い
管
種
・
継
手
を
優
先
し
て

耐
震
性
の
高
い
も
の
に
更
新

す
る
。
液
状
化
の
可
能
性
が

あ
る
地
区
は
さ
ら
に
優
先
度

を
高
め
る
方
針
だ
。

給
水
装
置
は
配
水
管
更
新

工
事
に
合
わ
せ
て
更
新
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
重
要
給
水

施
設
を
中
心
に
受
水
槽
の
流

出
側
配
管
の
貯
留
水
流
出
防

止
策
な
ど
を
推
進
す
る
。

水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
な

ど
を
打
ち
出
し
た
。

答
申
は
①
平
常
時
・
非
常

時
の
最
適
な
下
水
道
機
能
・

サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
提
供
②

都
市
部
に
お
け
る
浸
水
被
害

の
軽
減
③
環
境
に
や
さ
し
い

地
域
・
社
会
づ
く
り
④
民
間

企
業
の
国
内
外
の
事
業
展
開

│
│
の
四
項
目
で
構
成
。
人

口
減
少
や
自
然
災
害
の
激

化
、
地
方
公
共
団
体
の
逼
迫

し
た
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
新
規
整
備
中
心
か
ら
維

持
管
理
を
含
め
た
計
画
へ
の

拡
充
を
め
ざ
す
。

具
体
的
に
は
維
持
・
修
繕

基
準
の
設
定
を
は
じ
め
災
害

時
に
緊
急
的
な
維
持
修
繕
を

行
う
支
援
協
定
の
締
結
、
民

間
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
・

管
理
、
整
備
・
維
持
管
理
を

含
め
た
計
画
作
成
に
よ
る
下

水
道
事
業
の
「
見
え
る
化
」

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

昭和28年11月４日
第三種郵便物認可)

)���
発 行 所

東京都渋谷区桜丘町1 0 - 1 3
〒150-0031 野元第1ビル
電 話 (03) 3496－4774 ㈹
ＦＡＸ (03) 3464－1 8 8 4

info@setubikougyo.co.jp
(購読料郵税共) 年極8,000円

����������������������������������
厚
生
労
働
省
は
二
月
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
㈱
東
京
設
計
事
務
所
大
会
議
室
で
第
二
回
「
水
道
の
耐
震

化
計
画
等
策
定
指
針
検
討
会
」
（
座
長
・
宮
島
昌
克
金
沢
大
学
教
授
）
を
開
き
、
小
規
模
の
水
道
事
業
者
で
も
容

易
に
計
画
を
策
定
で
き
る
新
た
な
指
針
案
を
ま
と
め
た
。
重
要
度
の
高
い
基
幹
管
路
に
加
え
、
給
水
装
置
に
つ
い

て
は
病
院
・
避
難
所
・
防
災
拠
点
な
ど
の
重
要
給
水
施
設
や
耐
震
性
の
低
い
管
種
・
継
手
、
液
状
化
の
可
能
性
が

あ
る
地
区
・
盛
土
地
区
な
ど
を
優
先
し
て
耐
震
性
の
高
い
も
の
に
更
新
す
る
。
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厚労省検討会で意見交換

議員会館に２００名集う


